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軽減割合
｢ 世帯主 ( 擬制世帯主を含む )｣ ｢ 被保険者 ｣ ｢ 特定同一世帯
所属者 ( ※ )｣ の前年総所得金額等の合計額

7 割 43 万円＋ 10 万円× ( 給与所得者等の数－ 1) 以下

5 割
43 万円＋ 29万円× ( 被保険者及び特定同一世帯所属者の数 )

＋ 10 万円× ( 給与所得者等の数－ 1) 以下

2 割
43万円＋53.5万円×(被保険者及び特定同一世帯所属者の数)

＋ 10 万円× ( 給与所得者等の数－ 1) 以下

区　　分 税率 ･ 税額 課税限度額

全被保険者

医療保険分

所得割 6.51%

65 万円
資産割 18%

均等割 27,400 円

平等割 26,000 円

後期高齢者

支援金分

所得割 1.81%

22万円
資産割 －

均等割 8,400 円

平等割 7,000 円

40 歳以上

65 歳未満
介護保険分

所得割 1.80%

17 万円
資産割 －

均等割 8,500 円

平等割 5,000 円

合　　計

所得割 10.12%

104万円
資産割 18%

均等割 44,300 円

平等割 38,000 円

国民健康保険税の税率等の変更と
軽減制度をお知らせします

　国民健康保険税は、病気やケガ等をした時に、安心して医療を受けられるよう、国民健康保険の被保険者の皆
さんに、公平･平等に負担していただくものです。
　国民健康保険税の納税義務者は、被保険者がいる世帯の世帯主(※)になります。
(※)…�世帯主が国民健康保険に加入していない場合(社会保険や後期高齢者医療保険の被保険者)でも、同一世帯内に国民健康

保険の被保険者がいれば、世帯主の方が納税義務者(擬制世帯主)となります。

○令和5年度の税率及び税額

国民健康保険税(年額)
＝所得割額＋資産割額＋

均等割額＋平等割額

国民健康保険税の税率等
　国民健康保険税は、被保険者に対して3区分(医療保険分、後期高齢者支援金分、介護保険分)それぞれについて、
課税限度額を上限に所得割や資産割等を算出し、世帯で合計した金額が年間の保険税となります。
　今回の税率改正では、医療保険分の資産割税率が24％から18％に引き下げられました。また、後期高齢者支
援金分の課税限度額が20万円から22万円に引き上げられました。
　税率及び税額については、次のとおりです。

所得割額 … 被保険者の所得に対して算出
･課税所得金額(前年中の総所得金額‐43万円)×税率

資産割額 … 被保険者の固定資産税に対して算出
･本年度の固定資産税額×税率

均等割額 … 被保険者1人につき加算
･被保険者数×均等割額

平等割額 … 1世帯につき加算
･1世帯×平等割額

国民健康保険税の軽減制度
○令和5年度の軽減判定所得基準額　前年中における世帯の所得金額の合計が一定基準額

以下の世帯は｢均等割｣と｢平等割｣が軽減されます。
　軽減制度利用の申請は不要ですが、同じ世帯に所
得の申告をしていない方がいる場合、軽減判定がで
きません。国民健康保険被保険者及びその世帯主
の方は、収入の有無に関わらず、毎年必ず収入の申告を
してください。

(※)…�国保から後期高齢者医療制度に移行された方で、移行後も世帯主
及び世帯構成に変更のない方

※���お問い合わせ先 
　町税務課 ( 担当 ･ 池田 )　☎ 32-6702

　子育て世帯の負担軽減を図るため、国民健康
保険に加入している未就学児に係る均等割額の
2分の1を減額します。
　なお、所得に応じた均等割軽減措置(7・5・
2割軽減)対象の未就学児の場合は、軽減適用後
の残りの均等割額の2分の1を減額します。

・未就学児に係る均等割額の減額

津波ハザードマップの活用方法

耳川の基準水位が変更されました
　町では、耳川の水位を避難指示等を発令する判断基準の１つとしており、今回の変更は、避難完了までの時間

を考慮し、安全に十分な避難時間を確保する目的で行われました。

　変更内容は、警戒レベル4(避難指示)の発令基準水位が70㎝引き下げられ、今までより避難指示等を発

令するタイミングが早くなりました。

　台風や大雨の際には、戸別受信機や美浜町防災アプリ等でお知らせする町からの防災情報に注意し、早めの

避難準備を心がけてください。

※���お問い合わせ先　　町エネルギー政策課 防災・原子力対策室 ( 担当 ･ 三田 )　☎ 32-6716

耳川の新基準水位

　5月に全戸配布した｢美浜町津波ハザードマップ｣は、地震による津波災害への備
えについてまとめたものです。
　このハザードマップを活用し、自宅が浸水する可能性や安全な場所、避難方法
をご家族の皆さんで共有し、いざという時にお役立てください。

お詫びと訂正
　5月に全戸配布した｢美浜町防災ハンド

ブック｣に誤りがありました。

　町民の皆さまにはご迷惑をおかけしま

したことをお詫びして訂正いたします。

　正しい内容は次のとおりです。

●①自宅の位置
ハザードマップ内の自宅に●印をつけましょう。

美浜町防災ハンドブック

美浜町

保存版保存版

訂正箇所：美浜町防災ハンドブック3ページ耳川の河川
水位情報（河原市水位局）≪水位情報はこちらから≫ 
のホームページアドレス及び二次元コード

正) https://sabo.pref.fukui.lg.jp

②避難の際の目標地点
津波の危険から身を守るため、避難の際に目標と
する地点を決めて★印をつけましょう。

★
③津波避難場所
津波避難場所一覧の表の中から避難する場所をあ
らかじめ確認し、◎印をつけましょう。

◎ ④避難時の危険箇所
地震による家屋・塀の倒壊や津波による浸水等、
避難する際に危険で通れないと想定される場所に
×印をつけましょう。

×

⑤高くて頑丈な建物
避難の時間に余裕がないときに逃げ込む、高くて
頑丈な建物に▲印をつけましょう。

▲ ⑥避難経路
①～⑤の印を踏まえ、自宅から避難の際の目標
地点と、そこから津波避難場所までの避難経路
を↑印で書き込みましょう。

↑

6月1日より

【活用方法】※津波ハザードマップにも掲載しています。

避難情報
( 警戒レベル )

変更前 変更後 基準水位

緊急安全確保
( レベル 5) 氾濫の発生

避難指示
( レベル 4)

氾濫危険水位 2.7m

避難判断水位

高齢者等避難
( レベル 3) 氾濫注意水位 避難判断水位 2.2m

( レベル 1 ～ 2)
氾濫注意水位 2.1m

水防団待機水位 1.8m

警戒レベルの変更
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Mihama　Information

〒 919-1192　美浜町郷市 25-25

 ☎　0770-32-1111( 代表 )

FAX　0770-32-1115( 代表 )

HP    https://www.town.fukui-

      mihama.lg.jp/

情報BOX
Mihama Information 

美浜町役場
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備　　考 

注意事項 保険医療機関等において診療を受けようとするときは､必ずこの証を 
その窓口で渡してください。 

※　以下の欄に記入することにより､臓器提供に関する意思を表示することができ 
ます。記入する場合は､1から3までのいずれかの番号を○で囲んでください。 

1．私は､脳死後及び心臓が停止した死後のいずれでも､移植の為に臓器を提供します。 

2．私は､心臓が停止した死後に限り､移植の為に臓器を提供します。 

3．私は､臓器を提供しません。 

《1又は2を選んだ方で､提供したくない臓器があれば､×を付けてください｡》 

〔 特記欄： 〕 

【 】 心臓 ・ 肺 ・ 肝臓 ・ 腎臓 ・ 膵臓 ・ 小腸 ・ 眼球 

年　　　月　　　日 

本 人 署 名  
（ 自 筆 ）  

： 

署名年月日 ： 

（ 自 筆 ）  
： 

家 族 署 名  

すい じん 
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３
０

問

↑8月1日から使用できる保険証

7 月は ｢ 社会を明るくする運動 ｣ の強調月間です

　今年で 73 回目を迎える ｢ 社会を明るくする運動～犯罪や

非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～ ｣ は、すべ

ての国民が、犯罪や非行の防止と罪を犯した人の更生につい

て理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や

非行のない安全で安心な明るい社会を築こうとする全国的な

運動です。

　犯罪や非行をした人を再び地域社会に受け入れ、望まない

孤独や社会的孤立等の生きづらさという課題にわが事として

関わるコミュニティの実現に向けて取り組みます。

　町民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。

※お問い合わせ先　　社会を明るくする運動実施委員会　町住民環境課 (担当 ･山本 )　☎ 32‐6703

■ 7月 ( 強調月間 )の目標
●   犯罪や非行を防止し、安全で安心して暮ら

すことのできる明るい地域社会を築くこと

●  犯罪や非行をした人が、再び犯罪や非行を

しないように、その立ち直りを支えること 詳細はこちら

　

法
務
局
で
は
、
自
筆
証
書
遺
言
書
を
お

預
か
り
し
ま
す
。

　

申
請
は
、
予
約
制
で
遺
言
者
本
人
が
来

庁
し
て
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
法
務
局
で
長
期
間
確
実
に
保
管
・
管
理

し
ま
す
。

・
遺
言
者
の
希
望
に
よ
り
、
相
続
人
等
に

遺
言
書
が
保
管
さ
れ
て
い
る
旨
を
通
知

し
ま
す
。

・
家
庭
裁
判
所
の
検
認
手
続
き
は
不
要
で

す
。

　

手
続
き
等
の
詳
細
は
、
法
務
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
　

福
井
地
方
法
務
局
敦
賀
支
局

☎
25
‐
０
１
７
４

問運
転
免
許
自
主
返
納
臨
時
出
張
所
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
　

町
住
民
環
境
課(

担
当･

田
辺
憲
虎
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
32
‐
６
７
０
３

　
　

敦
賀
警
察
署
交
通
課☎

25
‐
０
１
１
０

問
　

運
転
免
許
自
主
返
納
手
続
き
が
行
え
る

臨
時
出
張
所
を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

●

日　

時　

7
月
24
日(

月)

　
　
　
　
　

午
前
9
時
〜
午
後
2
時
30
分

●

会　

場　

町
役
場
町
民
プ
ラ
ザ

※
免
許
証
を
返
納
し
た
後
は
、
車
の
運
転
が
で
き
ま

せ
ん
。
送
迎
や
チ
ョ
イ
ソ
コ
み
は
ま(

デ
マ
ン
ド

バ
ス)

を
ご
利
用
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

北
山
繁
男
氏
よ
り

　
　
　
　

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　
　

町
総
務
課(

担
当･

上
光
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
32
‐
６
７
０
０

問
　

北
山
繁
男
氏(

南
市
出
身
・
横
浜
市
在

住)

が
町
や
ゆ
か
り
の
あ
る
地
元
区(

南
市

区
・
栄
区
・
小
倉
区)

、
美
浜
中
央
小
学

校
、
浄
円
寺
に
総
額
５
５
０
万
円
の
寄
付

を
さ
れ
ま
し
た
。

6
月
13
日
に
行
わ
れ
た
贈
呈
式
で
は
、北

山
氏
の
弟
と
甥
に
あ
た
る
北
山
孝
雄
氏
と

北
山
大
志
郎
氏
が
代
理
人
と
し
て
町
役
場

を
訪
れ
、各
受
贈
者
に
目
録
を
手
渡
し
、町

か
ら
は
感
謝
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

寄
付
に
あ
た
り
、代
理
人
の
北
山
孝
雄
氏

は｢

美
浜
町
の
発
展
と
子
ど
も
た
ち
の
未
来

の
た
め
に
使
っ
て
ほ
し
い｣

と
北
山
繁
男
氏
の

思
い
を
伝
え
、戸
嶋
町
長
は｢

北
山
さ
ん
の
ふ

る
さ
と
へ
の
思
い
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、

町
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く｣

と
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

→
家
族
で
記
念
撮
影
を

す
る
北
山
繁
男
氏

(

中
央)

→
代
理
人
と
し
て
目
録
を

贈
呈
し
た
北
山
孝
雄
氏

(

前
列
右
か
ら
3
番
目)

と
北
山
大
志
郎
氏(

前

列
右
か
ら
2
番
目)

見 本

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰

重
点
支
援
給
付
金
の
ご
案
内

　

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
の
価
格
が
高

騰
す
る
中
、
特
に
家
計
へ
の
影
響
が
大
き

い
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
支
援
を
行
う
た

め
、
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

●

対
象
世
帯

　

次
の
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

①
6
月
1
日
時
点
で
、
美
浜
町
に
住
民
登

録
が
あ
り
、
か
つ
世
帯
全
員
の
令
和
5

年
度
分
の
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
で

あ
る
世
帯(

住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い

る
者
の
扶
養
親
族
の
み
の
世
帯
を
除
く)

②
世
帯
全
員
の
収
入(

令
和
5
年
1
月
〜

9
月)

が
予
期
せ
ず
減
少
し
、
住
民
税

非
課
税
水
準
に
相
当
す
る
額
以
下
と

な
っ
た
世
帯(

家
計
急
変
世
帯)

町
健
康
福
祉
課(

担
当･

田
村)

☎
32
‐
６
７
０
４

問 ●

申
請
方
法

※
2
申
請
書
の
様
式
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

対
象
世
帯
①
の
可
能
性
が
あ
る
世
帯
に

は
、
町
か
ら
確
認
書(

※
1)

ま
た
は
申

請
書
を
送
付
し
ま
す
。内
容
を
確
認
の
上
、

返
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
世
帯
②
の
世
帯
は
、
申
請(

※
2)

が
必
要
で
す
。
詳
細
は
、
町
健
康
福
祉
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
1
確
認
書
は
、
準
備
が
で
き
次
第
、
順
次
発
送
し
ま

す
。
確
認
書
を
返
信
い
た
だ
い
て
か
ら
、
お
お
む

ね
3
週
間
程
度
で
指
定
口
座
に
入
金
し
ま
す
。

●

申
請
期
限

10
月
31
日(

火)

●

金
額

1
世
帯
当
た
り
3
万
円
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重
度
身
体
障
害
者
等
の

タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
を
助
成
し
ま
す

　

重
度
身
体
障
害
者
等
の
生
活
の
利
便
を

促
進
し
、
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
タ
ク
シ
ー
利
用(

初
乗
り)

料
金
を

助
成
し
ま
す
。

　
　

町
健
康
福
祉
課(

担
当
・
津
原
／
田
村)

☎
32
‐
６
７
０
４

問
●

対
象
者

　

町
内
在
住
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方

　

①
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
の
方
、
下

肢
、
体
幹
、
視
覚
障
害
で
2
級
の
方
、

ま
た
は
腎
臓
機
能
障
害
で
血
液
透

析
療
法
を
受
け
て
い
る
方

　

②
療
育
手
帳
Ａ
1
ま
た
は
Ａ
2
の
方

　

③
80
歳
以
上
で
、
他
に
同
居
の
親
族

が
い
な
い
方

※
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
方
で
、
生
計
を
同
じ

に
す
る
方
が
、
自
動
車
税
ま
た
は
軽
自
動
車
税

の
減
免
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
対
象
外
と
な

り
ま
す
。

●

助
成
額(

タ
ク
シ
ー
乗
車
1
回
当
た
り)

(

一
社)

福
井
県
タ
ク
シ
ー
協
会
加
盟

の
タ
ク
シ
ー
事
業
者
が
定
め
る
初
乗
り

運
賃
の
額

※
1
年
に
つ
き
36
回
分(

年
の
途
中
に
助
成
対
象

と
な
っ
た
場
合
は
、
月
割
り
で
算
出
し
た
回
数)

に
相
当
す
る
額
を
限
度
額
と
す
る
。

■対象旅行
　美浜駅で発行する切符を購入して、ＪＲ小浜線を

利用した親子旅行とし、次のいずれかに該当する

場合は、原則として助成対象となりません。

　①親子旅行の変更･中止等により切符の払い戻

し等を受けた場合

　②各地区子ども会等の団体主催による親子旅行

■対象者
　切符購入時に、次のすべての条件を満たす方
　①�本町に住所を有する親子(中学生以下の方が

１人以上含まれていること)
※ 親子は、祖父母等3親等以内の親族を含む

　②美浜駅または東美浜駅を始点または帰点と
したＪＲ切符であること

　③町税等に滞納がないこと

■助成額
　購入額の3分の2(上限10,000円)

※助成は1世帯1回限り。

　( 子どもと別世帯の親族が旅行した場合も１世帯

とします)

■申請方法
①�美浜駅で切符を購入した際、美浜駅に備え付け

の申請書兼請求書に販売証明を受けてください。

　②親子旅行実施後20日以内に町まちづくり推進

課へ申請書兼請求書を提出してください。

　③ 申請の際は、行き先の場所が分かるような日付

入りの写真を添えて提出してください。

■助成件数
　原則として先着20組(切符購入の先着順)

※お問い合わせ先　　　町まちづくり推進課(担当･藤田)��☎32‐6701

ＪＲ小浜線利用促進助成をご利用ください

7月1日(土)～9月30日(土)■対象期間

■夏休み親子旅行助成

　購入額の3分の2(上限10,000円)

※ シニア利用等の助成も実施しています。詳しくは、町のホーム
ページをご覧ください。

令
和
5
年
度
ミ
ニ
野
菜
栽
培

支
援
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
ミ
ニ
野
菜
の
栽
培
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

ミ
ニ
野
菜
は
、
プ
ラ
ン
タ
ー
で
も
栽
培

で
き
る
人
気
の
野
菜
で
、
そ
の
種
類
も
多

く
野
菜
作
り
を
し
た
こ
と
の
な
い
方
で
も

手
軽
に
栽
培
で
き
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　
　

町
農
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
６
７
１
８

問
●

対
象
者　

　

・
町
内
在
住
の
方

・
町
内
で
ミ
ニ
野
菜
を
栽
培
さ
れ
る
方

●

補
助
内
容　

種
子
購
入
費
用
の
3
分
の
1
を
補
助

(

1
人
あ
た
り
種
子
5
袋
ま
で)

●

補
助
要
件

ミ
ニ
野
菜
栽
培
研
修
会
へ
の
出
席

(

種
子
引
渡
日
に
1
回
実
施)

●

申
込
期
限　

7
月
10
日(

月)

●

申
込
方
法

左
記
よ
り
申
込
用
紙
を
入
手
の
上
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

・
町
農
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

・
町
産
業
政
策
課
窓
口

　

・
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　町では、昭和56年5月31日以前に着工された木造住宅の耐震診断及び補強プラン作成
費用の一部を補助します。

□�申込方法　 町土木建築課へ申込書を提出してく
ださい。申請書は、町ホームページま
たは町土木建築課にあります。

□�募集件数 3件　(先着順)

※お問い合わせ先　　　町土木建築課(担当･川畑)�☎32-6707

木造住宅の耐震診断と補強プラン作成を補助します!木造住宅の耐震診断と補強プラン作成を補助します!

□�個人負担 耐震診断　　5,000円
補強プラン　5,000円

(1)耐震診断(一般診断法)
大地震での倒壊の可能性を診断します。

(2)補強プラン
耐震診断の結果に基づき、具体的な補強方法、概算の
工事費用について提案します。
※  (1)と(2)をセットで事業を実施します。

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別

給
付
金(

ひ
と
り
親
世
帯
以
外
の

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
分)

の
ご
案
内

　

食
費
等
の
物
価
高
騰
に
直
面
す
る
中
、

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
の
支
援
を
行
う
た

め
、
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

●

対
象
者

次
の
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
令
和
4
年
度
の
低
所
得
の
子
育
て
世
帯

生
活
支
援
特
別
給
付
金(

ひ
と
り
親
世

帯
以
外
の
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
分)

の
支
給
対
象
者
の
方

②
①
以
外
の
方
で
、
平
成
17
年
4
月
2
日

(

障
が
い
を
お
持
ち
の
場
合
は
平
成
15

年
4
月
2
日)

か
ら
令
和
6
年
2
月
29

日
ま
で
の
間
に
出
生
し
た
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
で
、
令
和
5
年
1
月
以

降
の
収
入
が
急
変
し
、
住
民
税
非
課
税

相
当
の
収
入
と
な
っ
た
方

●

金
額

児
童
1
人
当
た
り
5
万
円

●

申
請
方
法

　

対
象
者
①
の
方
は
、
申
請
不
要
で
す
。

対
象
者
②
の
方
は
、
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
町
こ
ど
も
未
来
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

●

申
請
期
限

令
和
6
年
2
月
29
日
ま
で

　

詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
　

町
こ
ど
も
未
来
課(

担
当･

上
道
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
32
‐
６
７
１
３

問

※お問い合わせ先　　　町住民環境課(担当･川尻)��　☎32‐6703

省エネ家電への買い換えを支援します

■美浜町省エネ家電買い換え促進事業補助金

■対象者
次のすべての要件を満たす者
① 町内に住民票を有し、申請者とその同一世帯

の者がこの補助金の交付を受けていない者
(申請は1年度内に1回限り)

② 自らが町内に居住する住宅に対象家電を
　買い換えて設置する者
③買い換え前の家電をリサイクル家電として
　適正に処分している者
④ 町税等に滞納がない者(世帯)

7月3日(月)～令和6年2月29日(木)■申請受付期間

■対象家電(｢省エネ型製品サイト｣をご確認ください)
販売店(店舗)で購入した新品のエアコン及び

冷蔵庫で、製造者(メーカー)の製品保証があるも
ののうち、次の省エネ基準を満たすもの(※1)

目標年度 省エネ基準達成率
エアコン 2027 年度

100％以上
冷蔵庫 2021 年度

※1 インターネット・通販での購入やリース品、
レンタル品は補助の対象外です。

■補助額(※3)

購入先 補助率 上限額
町内販売店 3 分の 1

50,000 円
町外販売店 4 分の 1

補助対象基本額(エアコン・冷蔵庫の合計額)に下表
の補助率を乗じた額

※3 補助対象基本額は家電製品(本体価格)、付属品、設置に要し
た費用です。(家電リサイクル料金は含みません)

※3 他の補助金やクーポン、ポイント等との併用が可能です。その場
合、補助対象基本額から他の補助金やクーポン、ポイント等を差
し引いた額が補助対象基本額となります。

 　省エネ基準達成率の確認方法や補助金の申請
方法等の詳細は、町ホームページをご覧いただ
くか町住民環境課までお問い合わせください。

← 町ホーム
ページは

　こちら！

↑省エネ型
　製品サイト

4月1日(土)～令和6年2月29日(木)■対象期間(※2)

※2対象期間中に購入・設置・適正な処分・支払いが完了していること。



文

芸

欄

ふるさと昔
よもやま話
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Mihama　Information

●

費　

用

２
０
０
円
〜
３
０
０
円

問
　
　

福
井
県
園
芸
体
験
施
設

　
　
　
　
　
　
　

(

園
芸
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
の
丘)

☎
47
‐
６
１
６
２

7
月
は
、
他
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
メ

ニ
ュ
ー
や
夏
休
み
自
由
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

用
意
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
予
約
が
必
要
と
な
る
体
験
メ

ニ
ュ
ー
は
、
開
催
日
の
1
週
間
前
ま
で
に
、

Ｆ
Ａ
Ｘ(

47
‐
６
１
６
３)

ま
た
は
メ
ー

ル(en
gei-ken

@
p
ref.fu

ku
i.lg.jp

)

で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
フ
ラ
ワ
ー
ジ
ェ
ル
サ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ー
ト
づ
く
り

7
月
8
日(

土)
　

①
午
前
10
時
〜
／
②
午
後
1
時
〜

●

日　

時

●

費　

用

８
０
０
円

　

カ
ラ
フ
ル
な
カ
ラ
ー
サ
ン
ド
の
模
様
を

ジ
ェ
ル
で
固
め
る
グ
ラ
ス
イ
ン
テ
リ
ア
で
す
。

美
浜
町
子
ど
も･

子
育
て

　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
催
し
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

町
子
ど
も･

子
育
て

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー(

担
当･

山
田)

☎
32
‐
０
１
９
２

問 ◆
育
児
講
座　

｢

言
葉
に
つ
い
て｣

7
月
11
日(

火)

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
15
分

●

日　

時

●

対　

象

町
内
在
住
の
在
宅
児
親
子

●

申　

込

6
月
26
日(

月)

〜

7
月
7
日(

金)

●

内　

容

　

生
活
や
遊
び
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
言

葉
が
け
を
す
る
と
よ
い
の
か
、
お
話
を
お

聞
き
し
ま
し
ょ
う
。
気
に
な
る
こ
と
は
相

談
も
で
き
ま
す
。

●

会　

場

は
あ
と
ぴ
あ

●

講　

師

酒
井
那
旺
氏

●

定　

員

10
組

●

申　

込

予
約
が
必
要
で
す
。

●

定　

員

各
回
8
名

(135)

　

空
の
青
さ
が
夏
の
訪
れ
を
告
げ
る

よ
う
に
輝
き
を
増
し
て
い
ま
す
。こ
の

夏
の
お
出
か
け
に
国
吉
城
址
は
い
か
が

で
す
か
。最
大
の
見
ど
こ
ろ
は
、す
っ
き

り
し
た
姿
の
曲く
る
わ輪
で
す
。

　

町
で
は
、国
吉
城
址
の
石
垣
保
全
と

眺
望
確
保
を
目
的
と
し
た
樹
木
の
剪

定
・
伐
採
を
計
画
的
に
進
め
て
き
ま
し

た
。こ
れ
ま
で
木
々
に
隠
れ
て
見
え
な

か
っ
た
本
丸
周
辺
の
形
状
が
よ
り
明

確
と
な
り
、眺
望
も
こ
れ
ま
で
以
上
に

よ
く
な
り
ま
し
た
。

　

登
っ
て
い
る
時
は
暑
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、本
丸
跡
で
は
若
狭
湾
か
ら

吹
き
抜
け
る
心
地
よ
い
風
と
最
高
の

眺
め
が
皆
さ
ん
を
待
っ
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

一
方
で
、頂
上
ま
で
登
ら
ず
に
国
吉

城
址
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。現

在
、国
吉
城
址
・
若
狭
国
吉
城
歴
史
資

料
館
周
辺
で
は
ハ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
の
葉
が

白
く
色
づ
き
、見
頃
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、今
年
は
温
暖
な
気
候
に
よ

り
桜
も
シ
ャ
ガ
も
た
い
へ
ん
早
咲
き
で

し
た
の
で
、ハ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
の
見
頃
も
早

く
終
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。も
し
、

国
吉
城
址
を
お
出
か
け
先
の
候
補
に

上
げ
て
い
る
方
が
い
ま
し
た
ら
、お
早

め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
、日
中
だ
け
で
は
な
く
夜
も

国
吉
城
址
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。現
在
放
送
中
の
大
河
ド
ラ
マ

｢

ど
う
す
る
家
康｣

の
放
送
に
合
わ
せ

て
、今
年
3
月
中
旬
か
ら
国
吉
城
址
に

立
て
た
幟
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
開
始
し

ま
し
た
。夜
に
な
る
と
暗
闇
に
幟
が
照

ら
さ
れ
て
い
る
の
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

一
般
社
団
法
人
佐
柿
国
吉
１
０
０
年

プ
ラ
ン
推
進
委
員
会
の
皆
さ
ん
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、幟
旗
の
足
下
に
ソ
ー

ラ
ー
ラ
イ
ト
を
設
置
し
ま
し
た
。国
吉

城
の
新
た
な
魅
力
を
創
り
出
す
こ
と

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、こ
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
遠
く

か
ら
お
楽
し
み
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

夜
間
の
城
山
登
山
は
大
変
危
険
で
す

の
で
、ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。ま
た
、曇
り

や
雨
の
日
は
充
分
に
蓄
電
さ
れ
ず
、点

灯
時
間
が
短
い
、ま
た
は
点
灯
し
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、当
館
で
は
夏
休
み
に
親
子

で
体
験
で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
計

画
中
で
す
。こ
の
夏
、多
く
の
方
の
ご
来

城
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館
）↑本丸から朝倉氏が築いた中山の付城が望めるように

夏の国吉城址に
ようこそ

松
下
　
幸
子
（
久
々
子
）

川
﨑
　
和
美
（
久
々
子
）

三
宅
　
宏
　
（
大
　
藪
）

高
木
　
勝
美
（
新
　
庄
）

田
波
　
耕
　
（
竹
　
波
）

成
田
　
和
夫
（
中
　
寺
）

山
本
　
善
昭
（
竹
　
波
）

短
　
歌

か
を
り
歌
会
美
浜
支
部

今
年
こ
そ
畑
を
止
め
る
と
去
ふ
我
に

　
　
　
　
医
師
は｢

作
れ
よ
惚
け
防
止
に｣
と

夫
つ
く
る
ア
ー
チ
に
咲
き
し
白
バ
ラ
に

　
　
　
　
こ
こ
ろ
な
ご
み
ぬ
朝あ
さ
か
げ光
の
中

使
ひ
た
る
農
具
を
置
く
に｢

こ
こ
に
置
く｣

　
　
　
　
意
識
し
た
れ
ど
ヤ
ッ
パ
リ
忘
れ

春
先
の
旬
を
堀
り
た
く
竹
林
へ

　
　
　
　
何
と
先
客
猪い

の
暴
れ
食
ひ

す
ぐ
そ
こ
の
後
期
高
齢
細
道
は

　
　
　
　
若
さ
と
枯
淡
の
老お

い
分わ

け
道
中

手
作
業
で
田
植
ゑ
を
終
へ
し
時
代
か
ら

　
　
　
　
機
械
化
進
み
な
く
な
り
し
風
情

思
春
期
の
淡
き
思
ひ
出
な
つ
か
し
く

　
　
　
　
八
十
の
心
も
久
に
と
き
め
く

●

内　

容

　

収
穫
体
験
や
園
内
散
策
ク
イ
ズ
ラ

リ
ー
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、
コ
ン
サ
ー
ト
等
、

企
画
満
載
で
す
。

　

詳
細
は
、
後
日
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ

シ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

園
芸
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
の
丘
の
催
し
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

◆
今
年
も
開
催
し
ま
す
！

　
　

｢

園
芸
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
の
丘｣

周
年
祭
！

　

園
芸
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
の
丘
は
、
今
年
で
4
周

年
を
迎
え
ま
す
。

　

季
節
の
野
菜
や
花
と
ふ
れ
あ
う
体
験
が

で
き
る
園
芸
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
な
ら
で
は
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
、
皆
様
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

7
月
16
日(

日)

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

●

日　

時

令
和
5
年
度
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　

入
門
講
座
を
開
催
し
ま
す

8
月
6
日(

日)

／
8
月
20
日(

日)

9
月
3
日(

日)

／
9
月
17
日(

日)

10
月
1
日(

日)

／
10
月
15
日(

日)

11
月
5
日(

日)

／
11
月
19
日(

日)

　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

※
11
月
19
日(

日)

の
み
午
後
1
時
〜
5
時

●

日　

時

●

会　

場

福
井
県
国
際
交
流

　
　
　
　

嶺
南
セ
ン
タ
ー

●

対　

象

　

県
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方
で
、
受
講

終
了
後
、
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

活
動
で
き
る
方(

外
国
の
方
は
、
日
本
語

能
力
試
験
Ｎ
１(

旧
１
級)
に
合
格
し
て

い
る
方)

●

定　

員

20
人(

要
事
前
申
し
込
み)

●

費　

用

３
，
５
０
０
円

(

公
財)

福
井
県
国
際
交
流
協
会

　

福
井
県
国
際
交
流
嶺
南
セ
ン
タ
ー

☎
21
‐
３
４
５
５

問
　

日
本
語
を
支
援
す
る
際
の
心
構
え
や

基
礎
知
識
を
学
び
、
外
国
の
方
を
支
援

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
。

イ
ベ
ン
ト･

行
事

心
の
健
康
相
談
を
開
催
し
ま
す

毎
月
第
2
・
第
4
月
曜
日

●

日　

時

●

会　

場

二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
事
前
に
電
話
で
予
約
が
必
要
で
す
。

●

内　

容

精
神
科
医
や
保
健
師
が
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
　

県
二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

地
域
保
健
課
☎
22
‐
３
７
４
７

問 ※
10
月
・
1
月
・
2
月
は
第
3
・
第
4
月
曜
日

●

方　

法

対
面
に
よ
る
個
別
相
談

●

費　

用

無
料

教
室･

講
座･

説
明
会
等

コ
ラ
ボ
ほ
し
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す

7
月
2
日(

日)

午
前
10
時
〜
午
後
2
時

●

日　

時

　
　

美
浜
駅
前
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会

☎
32
‐
０
２
３
９

問
　

美
浜
駅
前
の
活
性
化
を
目
的
に
、
町
内

の
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
が｢

コ
ラ
ボ
ほ

し
ま
つ
り｣

を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

Ｊ
Ｒ
美
浜
駅

　

道
の
駅
若
狭
美
浜
は
ま
び
よ
り

●

場　

所

●

内　

容

大
判
焼
き
等
の
各
種
出
店
、

　

音
楽
ラ
イ
ブ
、　

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
等


